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　散剤は 飛 散 性 ・付着性 ・集合性等 の 物性面か ら，調剤

の しやす さある い は 薬剤 ア レ ル ギー
等に 問題が 多 く，一

方粒子の 大きい 顆粒剤に も散剤 との 混 合 性等に 難点が あ

る．これ らの 相反 す る トラ ブ ル を解消す るた め に 細粒製

剤 が近年注目され増加 の 傾向を示 して い る．

　著者 らは こ の た び ＝ ベ ラ N 細粒 （以 下 JN と略す）お

よ び そ の 改良品 （以下 NJN と略す）を 入 手 した．本品

の 主 成分 ニ コ チ ン 酸 dl一α
一

ト コ フ
ェ

ロ ール は高粘性油性

物質 で あ り，また 室温に 放置す る と固化す る た め，そ の

製剤化は 難 し く特に 分包時 ｝こ 分 包機に sticking が発生

す る こ とや ， 容器内で 製品が集団化す る等の トラ プル が

発生 しや すい ．こ の た め ，そ の 製剤化に つ い て は 種 々 の

＊ 1 京 都市上 京区河原町 通 り広 小路上ル 梶 井町 465 ；

　 465，Hirokoji，　 Kawaramachi
，
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　 Kyoto
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Nakauchi −cho ，
　 Misasagi ，　 Yamashina −ku，　 Kyoto

， 6Q7　Japan

工 夫がな され て い る が，JN と NJN の 相違 は 前者 の 流

動層造粒法に 対 して 後者が高速混合造粒法を 採用 して い

る点 で ある．流動層造粒法 に よ る細 粒剤の 混合性 の 良好

な こ とに つ い て は 丹野ら，

1・t］

幸保 ら
3） が 既に 報告し て

い るが，著者らは こ の 2 種 の 細粒試作品 の 造粒法 の 相違．
が ，調 剤業務上 の 充嗔 ・秤量，分割 ・分包お よび 服用等

の 難易に ど の 程度影響す るか を，コ ラ ン チ ル 顆粒 （以 下

KL と略 す ）・パ ン トシ ソ 5 倍散 （以 下 PTN と略す）

お よび 次硝酸 ビ ス マ ス （以 下 BIS と略す） を 比較対照

薬と して 官能試験手法 を 用 い て 検討 した ．

　また 同時に ， （1）流動性 お よび 噴流性指数 と官能試験結

果 との 相関，（2）ア ス ピ リ ン （以下 ASP と略す）， 合成

ケ イ酸 ア ル ミニウ ム 　（以 下 ASS と略す），バ レ イ シ ョ

デ ン プ ン （以 下 AMS と略す） お よび 乳糖 （以 下 LAS

と略す）と調剤 し （混合比 1 対 2 お よび 2対 1），そ の

混合性に つ い て も官能試験手法に よ り検討 した ．
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1。 試　料

実　験　の　部

　使用 した 試料は表 1 の とお りで あ る．また ，被検試料

で あ る JN と NJN の 物性 を表 2 に 示 し，そ れ ぞれ の 粒

JN （流動層造 粒 製 剤）

　　　　　　　 表 1． 試

　　　　試　　　料

ユ ペ ラ N 細 粒 （試作 品）

ユ ベ ラ N 細 粒 （改良 試 作 品 ）

コ ラ ソ チ ル 黷 粒

パ ン ト シ ソ 5 倍散

次 硝 酸 ビ ス マ ス

ア ス ピ リ ン

合成 ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム

パ レ イ シ ョ デ ソ ブ ソ

乳 　　　　糖

　料

略号

JNNJNKLPTNBISASPASSAMSLAS

図 1．

子 の 顕 微鏡写真 を 図 1に 示 した．

　2． ユ ベ ラN 細 粒 お よび同改良細 粒 の 製 造

　JN は G1att　 WSG −15 （Glatt 社 ， 西独） を 用い て ，

流動層 造粒法 （fluidized　bed　granulation）に よ り，ま

た NJN は Super皿 ixer　SMG −100 （川 田製作所 ．大 阪）

　　　　　　　　 NJN （高速混 合造 粒製 剤 ）

粒 子 形 態 顕微鏡写 真 （倍 率20倍）

表 2． JN と NJN の 物性等 の 比 較

　 会 社 名

工 　一　 ザ　 イ

エ　ー　ザ 　イ

塩　 野　 義

第
一

製 薬

エ ビ ス 薬 品

丸 石 製 薬

住 友 化学工 業

丸 石 製 薬

丸 石 製 薬

J！ NJN

型 造法

粒 度分 布 （％） 32皿 esh 篩上

　 　 　 　 　 32／ 48

　 　 　 　 　 48／80
　 　 　 　 　 80／ i50

　 　 　 　 　 150／ 200

　 　 　 　 　 200mesher下

飛 散性 （％）
’

安 息角 （
°
｝
’

み か け 比 容積 〔皿1／g）
°

粒 子 衷面 の 形態
軽

流動 層造粒 法 　 高速混 合造 粒 法

　 3，0　　　　　　　 0・6
　 49．6 　　　　　　　　　　61，5
　 29齟7　　　　　　　　　26．5
　 11．0　　　　　　　 7・3
　 3．8　　　　　　　 2・2
　 2．9　　　　　　　 1・9

　 33．6　　　　　　　 8・6

　 34　　　　　　　　 42

　 3．2　　　　　　　 1・8

　 か な り粗　　　　か な り滑 ら か

を用 い て 高速混合造 粒法 （granulation　by　high−speed

mixer ）に よ り製造 した ．

　3． 官能試験手法
c‘6）

　1）　 パ ネ ル

　3 〜10年の 調 剤業務経験者の 中 か ら男女各 5 名を選び

パ ネ ル と した ．通 常 の 調 剤業 務の な か で の 被検薬の 評価

を知 るた めに ，あえ て パ ネ ル の 訓練を 行 わ ずに 3 年以上

の 経験者をパ ネ ル とした．

　2）　試験 の 項 目と刑定基準

　試験 の 項 目は 青木 ら
7）

の もの を 一部 修 正 して 用 い た

（褒 3 ）．な お
‘‘
混合性

”

に つ い て は ，混 合す る薬品 の 物

・　パ ウダ
ーテ ス ターに よ る

・・vauz鏡 丁． 頁jec　1）as照

性 に よ り評価 が大 きく変わ る と考えられ るた め ，別試験

と して 取扱 っ た ．

　3）　混合性試験 の 項 目 と判定基準

　A 群 （JN，　 NJN ，　 KL ，　 PTN ） お よび B 群 （ASP 。

ASS
，
　 AMS ，　 LAS ） を 1対 2お よ び 2 対 1 の 配 合 比 率

で 混合 し，そ れ ぞれの 試料に つ い て 1 日 39x7 日分の

調剤を行い ，東和式自動調剤分包機 （東和 VS21 ，株式

会社東京商会，東京）を用い て 21分包 と した ．こ の と き

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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表 3． 官 能 試 験 調 査 用 紙

分 類 項 自番 号 試　　　　験 　　　　項 　　　　目 判 　　　　定

BISPTN 糺 JNMN

1
充 填

装 置び んへ の 充 填 の と き

　＠　原料 薬品 100g が入 っ た ポ リエ チ レ ン袋 か ら 、装 置び ん に 入れ るとき

　　  　 うま く流 れ込む か 一一一一一＿＿＿M1
甑 2N

α 3

  　微粉 が ま い 上 が ら な い か 　　　　　　　 一一一一一一一一一一一一一
  　 ポ リエ チ レ ン 袋に 残 ら な い か

2

秤 量 恥．4

酌．5

村臨 6ND

，7

甑 8

掴o．9

秤 童 の と き ｛2ユ9）

　＠ 　び ん を 傾斜 した と き 、飛 び だ さな い か 一一一一一一　　　　　　　　　 一
　  　匙 で す くい と るとき 、す く い や す い か

一一一一『一→『『『『『『一一一一
　  　秤 量 用 fi1瓦 に の セ る と き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一＿

　　　 うま く fil皿 の上 に の るか （飛 散 し な い か）

1
　   　匙 か らう まくお ち るか

　  

＠　　
fU 風 に の せ す ぎ だ もの を び ん に戻 すた め 匙 で と るとき 、と り や す い か 一一

  乳鉢 に 移す とき 、外 へ 飛 び だ さな い カ｝ 『一＿ 」
i3

分 罰 血 10

N砿 11

甑 12

N臣 13

恥 ユ4

分割 す る賜 舎 （21g を 1g に分 割 する と き ｝

　＠　薬包紙 へ 分 劃 す る と き、し や す い か 一一一一一一一　　　　　　　　　　一
　  　包 装機 の 場合、分 割 しやす い か

　 　  　 東 和 VS− 21 の 場 合 一一　　 　 　　 　　 　　 　　＿　　＿＿＿＿＿＿＿＿
　　  　小西 727一阻 O の 場合

一一一一一一一　　　　　　　一一一　一一　一一

　◎　分 割変 動 （分包 の 重量 変 動 1 の 程度 は 問題 に な ろな い が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　一一一一r ＿

｛
｝

l　 I

；　　 ii
　　　　　　　」
i　　 1I

　 l
  　東 和 VS− 21 の場 合　　　　　　　　　」
  　小 西 727 − Kユ0 の 場合

一一一一　　　　　　　　　　　　　一一一一一 ；
4

包装 　　　　　　　　　　　　｝一　一

東和 VS− 2L の 場合
一一一一・一一＿＿

し

　　1
　 　 ｝

踊｝．ユ5

No、16

翫 17

晦 1SN

匹 19N

α 20N

α 21

包 装 （1 包 中 瓦9 包 装し た 場 合｝

　  　手分 包 の 湯 合 、包み や す い か 一一一一一一一一一一一
　  　包 装 機 の 場合

　　  　包装 躍 に付 着 す る こ と ！まな い か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小 西 727− K10 の 場 合一一一一一一一

　　  　シ ール 面 で の 付着 は な いか 　　　　東 和 VS− 21 の 場合 一一一一一一一一

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小 西 727 − KID の 場 合
一一一一一一一

　　  　掃 除 は し や す い か 　　　　　　　　莱 和 VS − 21 の 湯合
一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1｝

1
｝
1

　　．
小 四 727− K10 の 腸 合 一一一一一一一 ．

亅
1

5
服用 コ に 入 りや す い か 一一一一一一一一一＿＿＿＿＿＿一一＿＿＿＿＿＿＿＿一

服 用す る と き

　 ＠

　  　服用 時 飛 散 し な い か 一一一一一一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．．一＿＿
　◎　 口 の 中 で 粘 着 し ば い か 一一一一一一一一一一一一一一一一
　◎ 　　包 装 祇に 漢 ら な い が

瓶 22

掬．23
恥．24

No．25N
α 26N

α 27

  　祇
一一一一一一一一一＿＿一一　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　一　．一　『　『　『　一　一　一　r　＿

  　 ポ リエ チ レ ン ー一一　　 　　　　　 　　　　　 『『『一一一『T’『『一一
の　グ ラ シ ン ポ リラ ミ ネ

ー
ト
ー・一一一一一一一一一一一一…．一一一一一一一

6N α 28 総 合 的 に み て 、日常 の 調 剤 業 務 〔調剤操 作 ｝ は し 易 い か 一一一一一一 「 」
9 　

判 足 墓運 ； ま っ 奴 艮 い ； 2 ・艮 四 L 韻 ；DI 悪 い ；
− L ひ ど く齢 、

＿2

贏

鬲
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の 混合性に つ い て 混 合性試験調査用紙 （表 4 ）を 用い て

判定 した。なお 試験 の 項 目お よ び判定基準は 青木ら
7 ｝

の

もの k 準 じた ．

　4．流 動性指 数お よ び 噴流 性指 数の 測定

　流動性お よ び 噴流性指数は パ ウ ダーテ ス タ
ー

（PT −

D 型，株式会社 細川鉄工 所，大阪 ） を用 い て Carr の 方

表 4． 混 合 性 試 験 調 査 用 紙

A ： B ＝2 ： 1 の　 合

N FrN KL JN NJN
蕭ミ ， AssAMSLASASPASSAMS 鵬 ASPASSAMSLASASPASSAMSLASASP

1234

A ： B ；lt2 の 場 合

ハ

A PTN KL JN NJN
斎 ミミ， AssAMSLASASPASSAMSLASASPASS 削 SLASASP 蘭 SAMSLASASP

1234

判定墓 準 ：　 まっ た く良 い 12 ， 罠 い ； 1 ，普通 ； 0 ，悲 い ；
− 1 ，ひ ど く悪い ｝

− 2

・．試 験 項 目 ：　 1 ；均
一

に 混 合 で き た と 思 う か

　 　 　 　 　 　 2 ；飛散 し て 困 ら な い か

　 　 　 　 　 　 3 ；集 合 体 を 作 っ て い て 乳鉢 中 で 混 合 の と き ，団 粒 が逃 げ て 混 合 で き な い

　 　 　 　 　 　 　 　お そ れ が な い か

　 　 　 　 　 　 4 ；乳 鉢 に 固 蕾 し て 混 含 で き な い お そ れ が な い か

表 5． 項目 1 （装 置 び ん に う ま く流 れ込 む か ）の 官能 値 と そ の 集計

　　　 パ ネ ル

薬 品
1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 78910 合 言f 平 均

BIS

剛
瓧

JNNJN

0　　　− 1　　　− 2　　　− 1　　　− 1　　　　　1　　　− 1
1　　　 0　　　 1　　　 2　 　　 1　　　 1　　 　 2
1　　　 2　　　 1　　　 2　 　　 2　　　 2　　　 2
1　　　　　0　　　　　且　　　　　0　　　　　1　　　− 1　　　　　2
1　　　 0　　　 1　　　 1　　　 1　　　 1　　　 1

一2
　　1
　 2

　　1
　　1

一1
　 0
一工

　　1
　　1

一2
　　1

　　1
　　1
　 1

一10
　　10

　　14
　　 7
　　 9

一Loo

　　且．oo
　 l．40
　 0．70
　 0 ．90

ロ 　ロ 4　　　 1　　　 2　 　　 4　 　　 4　　　 4　　　 6302 30
平 均 0。80　　0．20　　0●40　　0，80　　0．80　　Q。80　　1．200 ．600 ．OG0 ．40 0．60

（

法 s） に よ り測 定 した ，

結 果 と 考 察

　1． 官能試験の 結果 と考 察

　1）　試験項 目別 の 分散分析

　宮能試験調査用紙 （麦 3）に お け る項 目番号 1 （装置

び ん に うま く流れ 込む か ）に つ い て の 各パ ネ ラ ーの 判定

結果を表 5 に 示 した ．散剤で み か け比容積が 小さく流動

性が 悪い BIS の 評価は 当然 な が ら低く， 流動性 の 良い

顆粒剤で あ る KL は 高い 評価が 得られ た ．こ れ ら の デ ー

タを二 元配置 の 手段 に よ り統計 処理 した 結果は 表 6 の と

お りで ，パ ネ ル 間 に 有意差 は な く薬 品間 に 有 意差 を認 め

た （P ＜ 0．05）．

　項 目番号 2 〜28に つ い て も同様に 分散分析 を行 い ，各

噴 日別不 偏分散比 を 求め 表 7 に 示 し た ．

　著者らは ，あえて パ ネル の 訓練を 行わ ずに 試験を 実施

した が，表 7 か ら，  服用 の しや す さで は パ ネ ル 間 の 判

断 に 一致 し た 傾向が み られ る ，  包装に つ い て は パ ネ ル

問の 判断が ま ち まち で 判定 の 難 しい 項 目 で あ る ，：？）充

嗔 ・ 秤 量 ・ 分 割 に つ い て は パ ネ ル に 多少の 訓練 を 行 っ て

お け ば 適切な 判断が 得 られ る で あろ う．と い う結果を 得

た．

　次 に 表 7 に お い て ，パ ネ ル 間に 有意差が な くし か も薬

品 間 に 有意差の 認め られた 14項 目を 選 び 出 し，こ れらに

つ い て 薬品 ご とに バ ネ ル の 評価 の 総和を求 め 図 2 に 示 し

た ．こ の 図か ら，  総合的llC　K 　L の 評価が 高い ，．2）NJN

は ほ とん ど の 項 目に つ い て JN よ りす ぐ れ て い る ， 

BIS は 全般的 に 評価 が 低い ，  JN の 評 価は 全般的に

N 工工
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表 6． 項 目 1 の 官 能 値 の 分 散 分 析 表

要 因 平 万和 自 由度 不 偏 分 散 不偏 分 散 比

パ ネ ル

薬 品

誤 差

　 計

5 ．6034

．6021

．8Q62

．00

943649 0 ．628

．650

。61

1．0314

、28＊

＊有 意差あ り　（P ＜ 0 ．05 ＞

欄 表 7， 項 国 別 不 偏 分 散 比

分 類
　　　　　　　　躍
項 目番 号 パ ネ ル 間 薬≦品 間 分 類

　　　　　　　申
項 目潘号 　　パ ネ ル 間 燮 品間

 

充 填

N「1〕．1N
〕．2
「 3

1．032
．4  串

1．28

14．28零
10．03承
4．54 ＊

 

包 装

 

秤 量

NI，，4Ko
，5No
，6N

ひ．7No
．8No
、9

2．042
，17 申申

0 ．97L522

．45 畔

1．80

0 ．442
．149
．39 聯

8．58 鱒
7 ．57黙躍

1．79

N〔〕．15Ni
｝．16No
．17Ni
）．18N
臼．19No
．2り

Nロ．21

7．34 纏

2．28 ＊ ＊

レ 552
．66零喞

7．09 窄掌
2．44 暢

5．49 窶 半

8．4置 艸

17．78 ・ ＊

星3．72 ＊ 85

．68 寧掌
6 ，59 事＊

13．79 騨

19．34 榊

 

農 周

 

分 割

Nb．1DN
，．11ND
．12No
、13No
．14

1．982
．32榊

1．410
．952
．63

6．94 毒 840

．94 緋

13．26 承 ＊

14．31 財

5 ．34 臨 噛

　　　No．22
　　　Nl｝．23
　　　N〔1．21
　　　No．25
1　　　N〔｝．26
　　　ND，27

1．561
．D11
．802
．091
．9Q1
．95

5．64 艸

8．49 纏
4．49 榊
4．54 締

7．21 榊
748 幽ホ

◎ 総 合 NP．28 3．2Q畔 27．96 林

A

X 表 3 参 ．照
冷 有 意 差 あ り （P く O・05 ）

寧 寧

PTN に 近似 し て い る こ とが わ か る ．

　2） 分類別 の 結果 と考察お よび 総合順位

　表 7に お い て パ ネ ル 間 に 有意差 htなく，しか も薬品 聞

｝こ有意差 を認 め る 14項 目に つ い て 充嗔 ・秤量 ・分割 ・
包

装 ・ 服用 の 各分類別 に 評価 を集計し順位を求 め た ，まず

充嗔につ い ては 項 目番号 1 と 3 が対象と な り，パ ネ ル の

合計点 か ら評価順 位は ，KL ＞NJN ＞PTN ＞JN＞ BIS の

結 果 が 得 られ た，同 様に 秤量 に っ い て は KL ＞NJN ＞

PTN ＝BIS＞JN ， 分割に っ い て は KL ＞PTN ＞NJN ＞

JN＞BIS 、包装に つ い て は KL ＞NJN ＞JN＞PTN ＞BIS ，

さ らに 服用に つ い て は KL ＞NJN ＞JN＞PTN ＞BIS の

結果 を 得た ．

　以上 ，個 々 の分類別評価順 位結 果 か ら順位 和を 算．出 し

総合順位 を求 め る と，KL ＞NJN ＞PTN ＞JN＞BIS の 結

果 を得た．

　3）　混合性試験 の 結果

　混合性試験 の 結果を 分散分析 し表 8 に 示 した ．混合性

に つ い て は 薬 品 間 ・パ ネ ル 間共に 評 価判定が 不能で あっ

た。

　2．指 数と 官能試験結果 と の相 関性

　1）　流動性 お よ び噴流性指 数

　KL ，　PTN ，　JN お よ び NJN の 流動性 お よび噴流性指

数を表 9 に 示 した．

　2） 官能試験結果 との 相 関 性

　流 動性お よ び噴流性指数 と官能試 験総合順位 とは一
致

しな か っ た．また 項目13お よ び 14に つ い て 分割品 の 1 包

当 りの 重量測 定 を 行い ，実測値 と官能値，実測 値 と指数

お よ び 宮能値と指数に つ い て も有意 の相関を認め な か っ

た ．

轟

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

病 院 薬 学 Vol ．9
，
　 No ．3 （1983） 253

一10 0 10

No．1No
．3No
．6No
．7No
ユONo
ユ2

］
TO
ユ3No
．17No
．22No
．23No
．24No
．25No
，26No
．27

一10 0 10

戸

一10 0 10

NTo．1No
．3No
．6No
．7No
．10No
．12No
ユ3No
．17ND
．22No
．23No
．24Ne
．25No
．26No
．27

KL

一ユ0 0 10

縦 軸 は 試験 項 目番 号 （表 3参照 〉， 横 軸 は 官能値 の 集 計 値 を 示 す 。

図 2． 薬 品 別 の 官 能 値 集 計 図

尸

表 8，混 合 惟 試 験 項 目 別 不 偏 分 散 比

項 目
宰 組含 せ パ ネ ル 間 薬 品 間 項目

’

紺 合 せ パ ネ ル 間 薬 品 間

ASS　；orug 二 　1　二　22 ，94＊ホ 1．59 ASS　：Drug＝ 　1　：　25 ，72 牌 6．28 単＊

AMS　； Dr 巳巳
＝ 1　：　24 ，31 轟 9．768ホ 削 S　：Drug＝ 　1　；　24 ．60 桝 ユ．69

LAS ：Drug 二 　1　：　21 。811 ．46 LAS　： Drug ＝ 　1　：　22 ．67 ホ ＊ 2．67

1ASP 　：Drug ＝ 　1　：　2
ASS ： Drug二 2　；　1

AMS ： Drug ＝ 2　：　1L63Lgo4，64
林

28 ．99 榊

0。310
．783ASP

： Dr 旺g：二1　：　2
ASS　二DrL［g＝　2　：　1
A5［S　：Drug ニコ2　：　1

レ 985
．40 軸

6．15 宰零

2．420
．821
．99

LAS ： Drug ＝＝ 2　：　1
ASP ： Drll　二 2　：　13

．29 桝
1．290

．557
．21料

LAS　：Drug 二 　2　：　l
ASP ：Dru　＝ 2　：　工

2．63 艸

3．20 章虞

1．151
．74

ASS　： Drug ＝ 　1　：　2
AMS　： Drug ；　1　：　22

．55 艸

3．58 榊

0．520
．22

ASS　：Dr 蟻9 ＝ ：1　：　2
AMS　：Drug ；＝　1　：　23

．47 牟 申

2．132
．502
．74

2LAS

　： Drug ＝1　：　2
ASP ： Drug 二 　1　：　2
Ass　： Drug ； 2　：　1
A醒S ： Drug ＝ 2　：　1

4．4δ 榊

2．41 騨

7．37 料

7．87 牌

2．781
。760
．900
．784LAS

：Drug・＝ 1　：　2

ASP　：Drug
．．＝ 　1　：　2

ASS　：Drug 一 　2　：　1
AHS　：Drug 二　2　：　1

2．40 ‡ ウ

2．186
，69艸

1．54

1．182
．521
．380
，23

しAS ： Drug ＝2　；　11 ．81L ．56 LAS　： Dru 只
二2　：　12 ．98 料 5，31牌

ASP ： DrLL募＝2　：　12 ．98 鉢 0，44 ASP ： Drug 二 2　：　12 ．92 縛 3．53 卿

・EE　4参 照
柳有 意 差 あ り　（P く O・05 ）
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表 9．　流動 性 お よ び 噴 流 性 指数

流動 性指 数
率

　 噴 流性 指 数
榊

瓧

P刪

JNNJN

91．585
．08Q
．074
．0

「）
550

2414ハ
◎

【
’

8
【
Q

零
流 動 性 ： O−“19 非 常 に 慈 い ，20 〜39 不 良 ，

　　　　 40 〜 59 あ ま り 良 く な い ，6Q〜69 晋 通 、

　　　　 70〜79 か な り良 好 ，80〜89 良 好 ，

　 　 　 　 90 〜100 最 も 良 好

林

噴流 性 ： 0〜24 な し ，25 −− 39 す る か も知 れ な い ，

　　　　　40〜59 傾 向 があ る ，60〜79 か な り 強 い ，
　　　　　80〜IOO 非常 に 強 い

結 論

　1， 充嗔 ・分割 ・包装 お よ び 服用 の 4項 目に つ い て

NJN が JN に す ぐれ る 評価 を 得た，既に 調剤に 日常 よ く

使用 されて い る KL ，　 PTN ，　 BIS と比 較 して ，　 JN お よ

び N　JN の 官能試験法に 基づ い た 総合 評 価 （混 合を 除 く）

の 位置づ けは KL ＞NJN ＞PTN ＞JN＞BIS とな り，NJN は

KL に 次 ぐ評価を 得た，

　2．　混 合性に つ い て は 薬 品 間 。 パ ネ ル 間共に 評価判定

が 不 能で あ っ た．混合性の 評価を 目的 と した 官能試験手

法に は 聞題点も多く， 今後 の 検討が必 要 で あろ う．

　3． 流動性お よ び噴流性指数 と官能 試験総合順位とは

一致 し な か った ．

　調剤の しや すさに 関す る官能試験結果を 総合 的 に 評価

すれば，NJN が JN に す ぐれ る結果 を 得た ，一般 的に

は 流動層造粒法に よる 製剤 の 調剤 の しや すさに 関する 評

価は 高い と考え られ るが ， 主薬 の 物性 に よ っ て は 高速 混

合造粒法に よる製剤の 方がす ぐれ る場合もある こ とがわ

か っ た ．
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